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Observation
西日本ネット

Observation
直接地下観測

大分県ネット１０局
西日本ネット１６局
同時観測ネット構築

研究会員には,３Observationで確率の高い地震予知情報を提供します。

ＪＹＡＮ研究会は、地震災害を未然に防ごうと、地震の根源
となる地殻変動をいち早く覚知し、地震予報の発表を目指し
て、大分県に観測ネットを構築し現在は九州から西日本地域
にまで地震予知観測ネットが拡大しました。観測局会員は無
線通信は元より電磁波や電波伝搬に詳しいベテランＨＡＭ揃い
で、地震被害を無くそうとボランティアで観測活動に貢献して
います。

Observation FM broadcast
ＦＭ放送電波の監視（ＶＨＦで異常覚知）
まずは、ＦＭ電磁波の異常伝搬を覚知し、おおまかな地震の

(目標)

Observation
ノイズサーチ

直接地下観測同時観測ネット構築

地震直前の雑音電磁波を探索

地中アンテナでの方向探知
ＶＬＷ電磁波で受信実験中

３要素（震源・規模・時期）等を観測します。

Observation Direct
地震に起因する雑音電磁波を探索（ＨＦで方向探知）
震度５以上が予想される場合、ＦＭ方向探知に加えて各地の

観測局がＨＦ等の指向性アンテナで方向探査を行います。

Observation Underground
直接地下観測（ＬＢで電位等観測）
地中ではＬＢ(LowBand)の電磁波伝搬が良いことから直接

受信を工夫し、上空と地下の２方面から地震電磁環境の変化
を観測して地震予報の確率を高めようとしています。
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JYANJYAN研究会電磁波観測網研究会電磁波観測網(2013(2013--1010月月))
「アマチュア無線家の地震予知研究会」

発足から4年、観測網を増やしてネット化し
全局の生データをグラフ解析して経験則を
加え、地震予報の研究中です。
地震の３要素が概ね見えてきました。

沖
縄
局

大分ネットは9局が常時観測をして県内をカバー
全国ネットは横浜～沖縄迄21局でカバー（準備中2）

FM放送84波のデータをグラフ化し統合して解析中
０～３０Mhz＆FM全波＆アース観測データ等を統合！

各局は東西南北の４放送電波を観測しています。

アマチュア無線家が社会貢献活動（防災/減災）として参加しています。
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０ｈｚ～３００ｈｚ～３０MhzMhz

継続中で地震学会等で発表しています。継続中で地震学会等で発表しています。

０～３０Ｍｈｚ

上と下の横線は雷信号
だ！DO NOT COPY



ＦＭ放送電波を観測する新開発の観測専用機ＦＭ放送電波を観測する新開発の観測専用機((４波受信記録型４波受信記録型))
ラジオロガーはラジオロガーはインターネットインターネットににLANLAN接続すると、接続すると、PCPCで全員の生で全員の生
データをグラフで見られ、異常時は自動メールも可能データをグラフで見られ、異常時は自動メールも可能(2.5(2.5万円万円))

表面側

裏
と
内
部

ＡＮＴと電源、LANケーブルを
接続するだけで設定ＯＫだ。
(ＪＹＡＮ事務局が事前設定済)
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FMFM放送波全部の受信と記録の模様放送波全部の受信と記録の模様
FM放送帯
全域の同時
観測と記録
が可能な装
置です。

各放送波の
電界強度を
モニターしてモニターして
いると変化し
た周波数（放
送局）が一目
瞭然です。

PCで遠隔コ
ントロールが
可能です。DO NOT COPY



VLFVLF帯の６０帯の６０KhzKhz((電波時計電波時計))を受信中を受信中
アース伝搬は面白い！アース伝搬は面白い！(JPGU(JPGUで一部発表済で一部発表済))

６０

６０Khz

６０
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アースをANTにした受信例(０～１９０Khz)

リムトンネル内での観測例（０～１４０Khz）ル
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電磁界エネルギーは
距離の二乗分の１で
急激に現減少する。(例)

震源地の電磁エネルギーは電磁誘導等で地表
まで伝わって諸電磁現象の原因となっている。
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地上高で電磁界強度は極端に変化地上高で電磁界強度は極端に変化

（電磁界強度の減少例示）
縦が電磁界、横が高さ
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姫路から貝塚迄のルートは姫路から貝塚迄のルートは(( ))

FM姫路

距離約８０KmDO NOT COPY



観測データ等の解説データ集(下図は参考)
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観測結果～地震予測の観測結果～地震予測の可能性可能性大大

予想理論 地震前兆として電波伝搬が変調する。
観測結果 FM放送電波を観測網で記録し、解析し
たら、地震前(数日~数週前)に震央付近を通る電波
は地震の規模等に応じて変化する事がわかった。
報告済１ 0.1~30Mhzも電界強度に変化有り(静岡学会)

報告済2 FM全帯域も電界強度に変化有(静岡学会)

観測網 震源が浅く震央直上は最も強く変化する。
観測網 震源から遠ざかると異常変化は弱くなる。
観測網 震源場所は異常方向の三角測量で可能！
観測網 異常レベルから震度の予測が可能！
観測網 異常期間等から発震日の予測が可能！
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通常の受信局以外が突発的に出れば「Eスポ」を疑い、直接
電波を聞いて電波発信原を特定する。

異常電波は周期的経験則からEスポやダクトの弁別をする。
観測網のクロスチェック(方向探知)で包囲できれば殆ど地震
起因である。

冬や夜間の異常は、地震起因の可能性が非常に高い。冬や夜間の異常は、地震起因の可能性が非常に高い。

赤はEスポまがい？ この時は直接モニターしてみる。
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電電 波波 ミラージュ（電波蜃気楼）現象ミラージュ（電波蜃気楼）現象ののモデルデータモデルデータ

２５ｄｂ～３０ｄｂまでアップ＝＋１０ｄｂ

３０ｄｂ～３５ｄｂまで上昇したり、０ｄｂ迄下がったりする。

上と下のグラフは橙色の上下が激しく＋３５～０ｄｂ迄
大きく揺らいでいる。これが電波ミラージュだ！

平常時の信号状態＝１５～２０ｄｂ

空気の温暖層と寒冷層が逆転すると「シュリーレン現象」
（電波ミラージュ）」が起きた代表例だ。
地震の場合、通常レベルから下がることは無い。但し
見通し距離内は除く。（降雨時は電界強度が下がる）
これで、地震電磁波と電波ミラージュの見分けができる！DO NOT COPY
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ここで地震発生 伊予灘
M4.1

当日

停波中
赤色が震源方向のFM放送電波前日

別添のグラフを参照して下さい。
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大震災後「３３日頃」特別に多かった。
大震災後「約１００日後」頃まで多かった。
これを逆にすると地震前兆活動と合致？
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下はオーム計
（アース抵抗）
スペアナ装置
オシロスコープ
三種の神器

上は、無線の送受信機群
オールバンド 全モード
ハンディ機も１０数台
オンエアーは観測用受信
装置を切ってからです。
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ＪＡ６ＴＭ局の空中線群
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産経新聞（10.2日）
夕刊「１面トップ」に

掲載されました。

２０１３年１０月２日２０１３年１０月２日

「Web版」msn
産経も見られます。
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